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■口座残高など、お取引状況についてのお問い合わせ
　お取引のある販売会社へお問い合わせください。
■当運用報告書についてのお問い合わせ
コールセンター　0120-88-2976
受付時間：午前9時～午後5時（土、日、祝・休日を除く）

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／海外／株式／インデックス型

信託期間 2014年６月23日から2023年11月６日まで

運用方針 マザーファンドへの投資を通じて、実質
的にダウ・ジョーンズ工業株価平均に採
用されている米国の株式に投資すること
により、ベンチマーク（ダウ・ジョーン
ズ工業株価平均（円換算ベース））の動
きに連動する投資成果を目指して運用を
行います。

主要投資対象 当ファンドは以下のマザーファンドを主
要投資対象とします。

米国株式30マザーファンド

ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用
されている米国の株式

当ファンドの
運用方法

■ダウ・ジョーンズ工業株価平均の構成
銘柄を実質的な主要投資対象とし、ベ
ンチマークの動きに連動する投資成果
を目指して運用を行います。

■実質組入外貨建資産については、原則
として対円での為替ヘッジを行いませ
ん。

組入制限 当ファンド

■株式への実質投資割合には、制限を設
けません。

■外貨建資産への実質投資割合には、制
限を設けません。

米国株式30マザーファンド

■株式への投資割合には、制限を設けま
せん。

■外貨建資産への投資割合には、制限を
設けません。

分配方針 ■年１回（原則として毎年11月５日。休
業日の場合は翌営業日）決算を行い、
分配金額を決定します。

■分配対象額は、経費控除後の利子、配
当等収益と売買益（評価損益を含みま
す。）等の範囲内とします。

■分配金額は、委託会社が基準価額水
準・市況動向等を勘案して決定しま
す。

※委託会社の判断により分配を行わない
場合もあるため、将来の分配金の支払
いおよびその金額について保証するも
のではありません。

ファンドは複利効果による信託財産の
成長を優先するため、分配を極力抑制
します。（基準価額水準、市況動向等
によっては変更する場合がありま
す。）

三井住友・
ＮＹダウ・ジョーンズ

指数オープン
（為替ヘッジなし）

【運用報告書（全体版）】

（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

第７ 期

決算日 2020年11月５日

受益者の皆さまへ

平素は格別のお引立てに預かり、厚くお礼申し上

げます。

当ファンドはマザーファンドへの投資を通じて、

実質的にダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用さ

れている米国の株式に投資することにより、ベン

チマーク（ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換

算ベース））の動きに連動する投資成果を目指し

て運用を行います。当期についても、運用方針に

沿った運用を行いました。

今後ともご愛顧のほどお願い申し上げます。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （ベ ン チ マ ー ク）

ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株式組入
比 率

株式先物
比 率
(買建－売建)

純 資 産
総 額

（分配落） 税 込
分 配 金

期 中
騰 落 率

（円換算ベース） 期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円
３期（2016年11月７日） 11,112 0 △13.0 107.48 △14.3 93.2 7.3 2,241
４期（2017年11月６日） 16,304 0 46.7 155.60 44.8 92.2 7.4 3,672
５期（2018年11月５日） 17,503 0 7.4 165.37 6.3 90.2 10.1 8,304
６期（2019年11月５日） 18,510 0 5.8 172.66 4.4 92.9 7.1 10,812
７期（2020年11月５日） 18,193 0 △ 1.7 167.85 △ 2.8 91.4 8.7 20,254

※基準価額の騰落率は分配金込み。
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。
※ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、前日の指数を当日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したもので、設定時
を100として2020年11月５日現在知りえた情報にもとづき指数化した当社計算値です。

「Dow Jones Industrial Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品であり、これを利用
するライセンスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、Dow Jones Trademark Holdings LLC、
Standard & Poor's Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているも
のではありません。

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （ベ ン チ マ ー ク）

ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建)騰 落 率 （円換算ベース） 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2019年11月５日 18,510 － 172.66 － 92.9 7.1

11月末 19,158 3.5 178.33 3.3 93.7 6.4
12月末 19,507 5.4 181.38 5.0 94.2 6.3

2020年１月末 19,566 5.7 181.90 5.3 93.6 7.1
２月末 17,544 △ 5.2 162.96 △ 5.6 91.7 10.2
３月末 15,126 △18.3 140.43 △18.7 93.7 7.1
４月末 16,391 △11.4 152.15 △11.9 92.1 8.4
５月末 17,044 △ 7.9 157.85 △ 8.6 91.0 8.7
６月末 17,224 △ 6.9 159.38 △ 7.7 91.7 8.5
７月末 17,197 △ 7.1 159.07 △ 7.9 94.0 6.4
８月末 18,896 2.1 174.48 1.0 94.2 5.8
９月末 18,197 △ 1.7 167.86 △ 2.8 93.1 7.5
10月末 17,467 △ 5.6 161.16 △ 6.7 94.0 7.4

（期　　　末）
2020年11月５日 18,193 △ 1.7 167.85 △ 2.8 91.4 8.7

※騰落率は期首比です。
※当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しています。
※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

１ 運用経過
基準価額等の推移について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

基準価額等の推移

※分配金再投資基準価額およびベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。
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純資産総額（百万円）: 右軸

分配金再投資基準価額（円）: 左軸
基準価額（円）: 左軸

ベンチマーク : 左軸

期　　首 18,510円

期　　末 18,193円
（分配金0円（税引前）込み）

騰 落 率 －1.7％
（分配金再投資ベース）

分配金再投資基準価額について
　分配金再投資基準価額は分配金（税引前）を分配時
に再投資したと仮定して計算したもので、ファンド
運用の実質的なパフォーマンスを示します。

※分配金を再投資するかどうかについては、受益者の皆さまがご
利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額な
どによって課税条件も異なります。したがって、受益者の皆さ
まの損益の状況を示すものではありません。（以下、同じ）

※当ファンドのベンチマークは、ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）です。
※「Dow Jones Industrial Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品で

あり、これを利用するライセンスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、
Dow Jones Trademark Holdings LLC、Standard & Poor's Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社に
よってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではありません。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

基準価額の主な変動要因（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

　当ファンドは、マザーファンドへの投資を通じて、ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用され
ている米国の銘柄に等株数投資を行いました。実質組入外貨建資産については、対円での為替
ヘッジを行っていません。

組入れファンドの状況

組入れファンド 投資資産 騰落率 期末組入比率
米国株式30マザーファンド 外国株式 －0.9％ 100.4％

※比率は、純資産総額に対する割合です。

上昇要因
●期初から2020年２月中旬にかけて、米中貿易摩擦問題の緩和期待などから株式市場が

上昇したこと
●３月下旬から８月末にかけて、新型コロナウイルス感染拡大ペースの減速と、それに伴

う世界景気の急回復期待で株式市場が上昇したこと

下落要因
●２月下旬から３月中旬にかけて、新型コロナウイルスのパンデミック（世界的大流行）に

より、世界経済の急激な落込みで株式市場が急落したこと
●米国の金融政策の緩和強化が当面維持されるとの見方が強まり、米ドルが対円で下落し

たこと
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

投資環境について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

当期の米国株式市場は上昇しました。また、米ドルは円に対して下落しました。

米国株式市場

　期初から２月中旬まで上昇基調で推移し
た後、３月中旬にかけて大幅に下落しまし
た。中国をきっかけに感染拡大した新型コ
ロナウイルスは、急速に世界各国で拡大す
るパンデミック（世界的大流行）となりまし
た。急激な感染拡大を受けて、各国ともウ
イルスの封じ込めのために社会活動や経済
活動が未曽有の規模で制限されることとな
り、世界景気は短期間で大きく後退しまし
た。
　３月下旬から８月下旬にかけては、上昇
しました。ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）
は、ゼロ金利政策の長期的な維持など金融
緩和策を強化し、世界経済の底割れ回避を
図りました。また、感染者数の増加ペース
が緩慢化したことで世界的な規模で実施さ
れていたロックダウン（都市封鎖）が徐々に
解除されたほか、治療薬やワクチン開発に
も進展がみられたことなどで世界景気の極
度の不透明感が少しずつ後退、株式市場は
反転、上昇の動きとなりました。
　その後も、リモートワークの一般化など
新しい働き方や暮らし方から発生する新た
なビジネスの登場期待などもＩＴ関連銘柄
を中心に株式市場の上昇要因となり、８月

下旬にかけて急落前の水準まで回復しまし
た。しかし、９月以降は、新規感染者数が
米国でも再び増勢を見せ、経済への影響も
懸念されるなか、米中関係の悪化懸念や追
加景気対策に対する不透明感もあり、期末
まで上値の重い展開となりました。
　当期の市場の動きをダウ・ジョーンズ工
業株価平均（米ドルベース）でみると、期首
に比べて1.4％上昇しました。

為替市場

　米ドル・円相場は、期初より2020年２月
下旬まで概ね米ドルが堅調に推移していま
したが、３月以降に米ドルが急落する展開
となりました。しかし、世界景気が急速な
落ち込みをみせたことを受けて３月にＦＲ
Ｂがゼロ金利政策を選択してＦＦレートを
引き下げたことなど世界主要国・地域の中
央銀行が協調して政策対応を行ったことで、
３月中旬から下旬にかけて、米ドルが急反
発するなど目まぐるしい動きとなり、３月
月間で米ドル・円は102円台から111円台で
大きく変動しました。４月以降は、未曽有
の世界景気の落ち込みに対して金融緩和策
が長期化するとの観測から、米ドルは対円
で軟調に推移しました。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

※基準価額は分配金再投資ベース
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ベンチマークとの差異について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

基準価額とベンチマークの対比（騰落率）
　当ファンドは、ダウ・ジョーンズ工業株価
平均（円換算ベース）をベンチマークとしてい
ます。
　左のグラフは、基準価額とベンチマークの
騰落率の対比です。

ポートフォリオについて（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

当ファンド

　期を通じて主要投資対象である「米国株式
30マザーファンド」を高位に組み入れました。

米国株式30マザーファンド

　ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算
ベース）に連動する投資成果を目指し、期を
通じてダウ・ジョーンズ工業株価平均指数
先物を含めた株式組入比率は100％に近い高
位を保ちました。

　当期の米ドル・円は、期首108円79銭か
ら期末104円29銭と４円50銭の米ドル安・
円高となりました。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

分配金について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

　当期の分配は、複利効果による信託財産の成長を優先するため、見送りといたしました。
　なお、留保益につきましては、運用の基本方針に基づき運用いたします。

（単位：円、１万口当たり、税引前）

項　目 第７期

当期分配金 －
（対基準価額比率） （－％）

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 8,192

※単位未満を切り捨てているため、「当期の収益」と「当
期の収益以外」の合計が「当期分配金」と一致しない場
合があります。

※「対基準価額比率」は、「当期分配金」（税引前）の期末基
準価額（分配金（税引前）込み）に対する比率で、当ファ
ンドの収益率とは異なります。

ベンチマークとの差異の状況および要因

　当期における基準価額の騰落率は－1.7％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの騰落
率－2.8％から1.1％上方乖離しました。
上方乖離要因

●ファンドは保有銘柄の配当権利落ちにより未収配当金が計上されますが、ベンチマーク
は配当調整を行わないことが、上方乖離要因となりました。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

３ お知らせ
約款変更について

　該当事項はございません。

２ 今後の運用方針
当ファンド

　引き続き、「米国株式30マザーファンド」
を高位に組み入れて運用を行います。

米国株式30マザーファンド

　引き続き、ダウ・ジョーンズ工業株価平
均 の 採 用 銘 柄 を 等 株 数 保 有 し、 ダ ウ・
ジョーンズ工業株価平均指数先物を含めた
実質投資比率を高位に保ち、ダウ・ジョー
ンズ工業株価平均（円換算ベース）と連動す
る投資成果を目標に運用します。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

１万口当たりの費用明細（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) 信 託 報 酬 133円 0.748％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（経過日数／年日数）
投信会社：ファンド運用の指図等の対価
販売会社：交付運用報告書等各種資料の送付、口座内でのファンドの管

理、購入後の情報提供等の対価
受託会社：ファンド財産の保管および管理、投信会社からの指図の実行等

の対価

（投 信 会 社） ( 63) (0.352)

（販 売 会 社） ( 61) (0.341)

（受 託 会 社） ( 10) (0.055)

(b) 売 買 委 託 手 数 料 7 0.039
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式） (　6) (0.034)

（先物・オプション） (　1) (0.005)

(c) 有 価 証 券 取 引 税 0 0.001 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） (　0) (0.001)

(d) そ の 他 費 用 3 0.019 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金

の送回金・資産の移転等に要する費用
監査費用：監査法人に支払うファンドの監査費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） (　2) (0.013)

（監 査 費 用） (　1) (0.006)

（そ の 他） (　0) (0.000)

合 計 143 0.807

期中の平均基準価額は17,776円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。
※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
※各項目毎に円未満は四捨五入しています。
※売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド
に対応するものを含みます。

参考情報 総経費率（年率換算）

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.02％

運用管理費用（投信会社）
0.35％

総経費率
0.76％

運用管理費用（販売会社）
0.34％

※各費用は、前掲「１万口当たりの費用明細」におい

て用いた簡便法により算出したもので、原則として、

募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税

を含みません。

※各比率は、年率換算した値（小数点以下第２位未満

を四捨五入）です。

※上記の前提条件で算出しているため、「１万口当た

りの費用明細」の各比率とは、値が異なる場合があ

ります。なお、これらの値はあくまでも参考であり、

実際に発生した費用の比率とは異なります。

当期中の運用・管理にかかった費用の総額
（原則として、募集手数料、売買委託手数
料および有価証券取引税を除く。）を期中
の平均受益権口数に期中の平均基準価額
（１口当たり）を乗じた数で除した総経費
率（年率換算）は0.76％です。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

当期中の売買及び取引の状況（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
米 国 株 式 30 マ ザ ー フ ァ ン ド 6,458,843 12,088,694 1,791,868 3,705,564

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

親投資信託の株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

項 目
当 期

米 国 株 式 30 マ ザ ー フ ァ ン ド

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 23,861,140千円

(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 20,907,899千円

(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.14

※単位未満は切捨て。

※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

※外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。

組入れ資産の明細（2020年11月５日現在）

親投資信託残高

種 類
期 首(前期末) 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
米 国 株 式 30 マ ザ ー フ ァ ン ド 5,235,530 9,902,505 20,326,873

※米国株式30マザーファンドの期末の受益権総口数は14,111,126千口です。

※単位未満は切捨て。

利害関係人との取引状況等（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。
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三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）

資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2020年11月５日現在）

項 目 期 末

(A) 資 産 20,349,558,793円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 22,685,598

米国株式30マザーファンド(評価額) 20,326,873,195

(B) 負 債 94,930,410

未 払 解 約 金 22,613,939

未 払 信 託 報 酬 71,683,096

未 払 利 息 65

そ の 他 未 払 費 用 633,310

(C) 純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 20,254,628,383

元 本 11,133,372,156

次 期 繰 越 損 益 金 9,121,256,227

(D) 受 益 権 総 口 数 11,133,372,156口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 18,193円

※当期における期首元本額5,841,220,454円、期中追加設定元本額
10,658,220,314円、期中一部解約元本額5,366,068,612円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額
が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す
る額（元本の欠損）となります。

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資
信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に
規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな
ります。

損益の状況
（自2019年11月６日　至2020年11月５日）

項 目 当 期
(A) 配 当 等 収 益 △　　　 29,597円

支 払 利 息 △　　　 29,597
(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 896,762,556

売 買 益 1,272,819,803
売 買 損 △　376,057,247

(C) 信 託 報 酬 等 △　118,677,260
(D) 当 期 損 益 金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 778,055,699
(E) 前 期 繰 越 損 益 金 611,430,593
(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 7,731,769,935

(配 当 等 相 当 額) (　6,464,908,396)
(売 買 損 益 相 当 額) (　1,266,861,539)

(G) 　 計 　(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 9,121,256,227
(H) 収 益 分 配 金 0

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 9,121,256,227
追 加 信 託 差 損 益 金 7,731,769,935
(配 当 等 相 当 額) (　6,491,250,639)
(売 買 損 益 相 当 額) (　1,240,519,296)
分 配 準 備 積 立 金 1,389,486,292

※有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。
※信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表
示しています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※期末における、費用控除後の配当等収益（262,072,806円）、費
用 控 除 後 、 繰 越 欠 損 金 補 填 後 の 有 価 証 券 売 買 等 損 益
（ 515,982,893 円）、信託約款に規定される収益調整金
（7,731,769,935円）および分配準備積立金（611,430,593円）
より分配可能額は9,121,256,227円（１万口当たり8,192円）で
すが、分配は行っておりません。

上記のほか、投資信託財産の計算に関する規則第58条第１項各号に該当する事項はありません。

分配金のお知らせ

１万口当たり分配金（税引前）
当 期

－円

投資信託財産の構成 （2020年11月５日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
米 国 株 式 30 マ ザ ー フ ァ ン ド 20,326,873 99.9
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 22,685 0.1
投 資 信 託 財 産 総 額 20,349,558 100.0

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。
※米国株式30マザーファンドにおいて、期末における外貨建資産（28,642,161千円）の投資信託財産総額（28,984,820千円）に対する比率
は98.8％です。

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１
米ドル＝104.29円です。
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米国株式30マザーファンド
第７期（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

信託期間 無期限（設定日：2014年１月31日）

運用方針

・ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用されている米国の株式に投資を行い、ダウ・ジョーンズ工
業株価平均（円換算ベース）の動きに連動する投資成果を目指して運用を行います。

・効率的な運用を行うため、株価指数先物取引や上場投資信託証券等を活用する場合があります。
・外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。

最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 （ベ ン チ マ ー ク）

ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建)

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率
（円換算ベース） 期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ 百万円
３期（2016年11月７日） 12,177 △12.4 114.08 △14.3 92.9 7.3 4,073

４期（2017年11月６日） 17,991 47.7 165.16 44.8 92.0 7.4 6,014

５期（2018年11月５日） 19,457 8.1 175.53 6.3 89.9 10.0 12,103

６期（2019年11月５日） 20,722 6.5 183.27 4.4 92.6 7.0 15,670

７期（2020年11月５日） 20,527 △ 0.9 178.15 △ 2.8 91.1 8.6 28,965

※株式組入比率には、新株予約権証券を含みます。

※ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）は、前日の指数を当日の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したもので、設定時

を100として2020年11月５日現在知りえた情報にもとづき指数化した当社計算値です。

「Dow Jones Industrial Average™」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品であり、これを利用
するライセンスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、Dow Jones Trademark Holdings LLC、
Standard & Poor's Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社によってスポンサー、保証、販売、または販売促進されているも
のではありません。
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米国株式30マザーファンド

当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 （ベ ン チ マ ー ク）

ダウ・ジョーンズ工業株価平均 株 式 組 入
比 率

株 式 先 物
比 率
(買建－売建)騰 落 率 （円換算ベース） 騰 落 率

（期　　　首） 円 ％ ％ ％ ％
2019年11月５日 20,722 － 183.27 － 92.6 7.0

11月末 21,458 3.6 189.28 3.3 93.6 6.4

12月末 21,862 5.5 192.52 5.0 94.1 6.3

2020年１月末 21,942 5.9 193.07 5.3 93.4 7.1

２月末 19,691 △ 5.0 172.96 △ 5.6 91.5 10.2

３月末 16,994 △18.0 149.06 △18.7 93.5 7.0

４月末 18,423 △11.1 161.49 △11.9 91.8 8.4

５月末 19,169 △ 7.5 167.55 △ 8.6 91.0 8.7

６月末 19,384 △ 6.5 169.16 △ 7.7 91.6 8.5

７月末 19,366 △ 6.5 168.84 △ 7.9 93.8 6.4

８月末 21,289 2.7 185.19 1.0 93.9 5.7

９月末 20,516 △ 1.0 178.17 △ 2.8 92.8 7.5

10月末 19,709 △ 4.9 171.06 △ 6.7 93.7 7.4

（期　　　末）
2020年11月５日 20,527 △ 0.9 178.15 △ 2.8 91.1 8.6

※騰落率は期首比です。
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米国株式30マザーファンド

１ 運用経過

基準価額等の推移について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

基準価額等の推移

期 首 20,722円

期 末 20,527円

騰 落 率 －0.9％

※ベンチマークは、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。

※当ファンドのベンチマークは、ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）です。
※「Dow Jones Industrial AverageTM」（「ダウ・ジョーンズ工業株価平均」）は、S&P Dow Jones Indices LLCの商品
であり、これを利用するライセンスが委託会社に付与されています。当ファンドは、S&P Dow Jones Indices LLC、
Dow Jones Trademark Holdings LLC、Standard & Poor's Financial Services LLCまたはそれぞれの関連会社によっ
てスポンサー、保証、販売、または販売促進されているものではありません。
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基準価額（円）：左軸

純資産総額（百万円）：右軸

ベンチマーク：左軸

基準価額の主な変動要因（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

　当ファンドは、ダウ・ジョーンズ工業株価平均に採用されている米国の銘柄に等株数投資を行
いました。外貨建資産については、対円での為替ヘッジを行っていません。

上昇要因

・期初から2020年２月中旬にかけて、米中貿易摩擦問題の緩和期待などから株式市
場が上昇したこと

・３月下旬から８月末にかけて、新型コロナウイルス感染拡大ペースの減速と、そ
れに伴う世界景気の急回復期待で株式市場が上昇したこと

下落要因

・２月下旬から３月中旬にかけて、新型コロナウイルスのパンデミック（世界的大
流行）により、世界経済の急激な落込みで株式市場が急落したこと

・米国の金融政策の緩和強化が当面維持されるとの見方が強まり、米ドルが対円で
下落したこと
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米国株式30マザーファンド

投資環境について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

当期の米国株式市場は上昇しました。また、米ドルは円に対して下落しました。

米国株式市場

　期初から２月中旬まで上昇基調で推移した後、３月中旬にかけて大幅に下落しました。中国を

きっかけに感染拡大した新型コロナウイルスは、急速に世界各国で拡大するパンデミック（世界

的大流行）となりました。急激な感染拡大を受けて、各国ともウイルスの封じ込めのために社会

活動や経済活動が未曽有の規模で制限されることとなり、世界景気は短期間で大きく後退しまし

た。

　３月下旬から８月下旬にかけては、上昇しました。ＦＲＢ（米連邦準備制度理事会）は、ゼロ

金利政策の長期的な維持など金融緩和策を強化し、世界経済の底割れ回避を図りました。また、

感染者数の増加ペースが緩慢化したことで世界的な規模で実施されていたロックダウン（都市封

鎖）が徐々に解除されたほか、治療薬やワクチン開発にも進展がみられたことなどで世界景気の

極度の不透明感が少しずつ後退、株式市場は反転、上昇の動きとなりました。

　その後も、リモートワークの一般化など新しい働き方や暮らし方から発生する新たなビジネス

の登場期待などもＩＴ関連銘柄を中心に株式市場の上昇要因となり、８月下旬にかけて急落前の

水準まで回復しました。しかし、９月以降は、新規感染者数が米国でも再び増勢を見せ、経済へ

の影響も懸念されるなか、米中関係の悪化懸念や追加景気対策に対する不透明感もあり、期末ま

で上値の重い展開となりました。

　当期の市場の動きをダウ・ジョーンズ工業株価平均（米ドルベース）でみると、期首に比べて

1.4％上昇しました。

為替市場

　米ドル・円相場は、期初より2020年２月下旬まで概ね米ドルが堅調に推移していましたが、３

月以降に米ドルが急落する展開となりました。しかし、世界景気が急速な落ち込みをみせたこと

を受けて３月にＦＲＢがゼロ金利政策を選択してＦＦレートを引き下げたことなど世界主要国・

地域の中央銀行が協調して政策対応を行ったことで、３月中旬から下旬にかけて、米ドルが急反

発するなど目まぐるしい動きとなり、３月月間で米ドル・円は102円台から111円台で大きく変動

しました。４月以降は、未曽有の世界景気の落ち込みに対して金融緩和策が長期化するとの観測

から、米ドルは対円で軟調に推移しました。

　当期の米ドル・円は、期首108円79銭から期末104円29銭と４円50銭の米ドル安・円高となりま

した。
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【ベンチマークとの差異の状況および要因】
　当期における基準価額の騰落率は－0.9％（分配金再投資ベース）となり、ベンチマークの騰
落率－2.8％から1.9％上方乖離しました。

上方乖離要因
・ファンドは保有銘柄の配当権利落ちにより未収配当金が計上されますが、ベ
ンチマークは配当調整を行わないことが、上方乖離要因となりました。

２ 今後の運用方針

　引き続き、ダウ・ジョーンズ工業株価平均の採用銘柄を等株数保有し、ダウ・ジョーンズ工業
株価平均指数先物を含めた実質投資比率を高位に保ち、ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算
ベース）と連動する投資成果を目標に運用します。

ポートフォリオについて（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

　ダウ・ジョーンズ工業株価平均（円換算ベース）に連動する投資成果を目指し、期を通じてダ
ウ・ジョーンズ工業株価平均指数先物を含めた株式組入比率は100％に近い高位を保ちました。

ベンチマークとの差異について（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

基準価額とベンチマークの対比（騰落率）
　当ファンドは、ダウ・ジョーンズ工業株価
平均（円換算ベース）をベンチマークとして
います。
　左のグラフは、基準価額とベンチマークの
騰落率の対比です。-0.9

-2.8

（％）
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１万口当たりの費用明細（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

項 目 金 額 比 率 項 目 の 概 要

(a) 売 買 委 託 手 数 料 8円 0.039％
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権口数
売買委託手数料：有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料（株 式） ( 7) (0.034)

（先物・オプション） ( 1) (0.005)

(b) 有 価 証 券 取 引 税 0 0.001 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税：有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金（株 式） ( 0) (0.001)

(c) そ の 他 費 用 3 0.013 その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
保管費用：海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金

の送回金・資産の移転等に要する費用
そ の 他：信託事務の処理等に要するその他費用

（保 管 費 用） ( 3) (0.013)

（そ の 他） ( 0) (0.000)

合 計 11 0.053

期中の平均基準価額は19,983円です。

※期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は、追加・解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出しています。

※比率欄は１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。

※各項目毎に円未満は四捨五入しています。

当期中の売買及び取引の状況（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

(1) 株　式

買 付 売 付

株 数 金 額 株 数 金 額

外
国

百株 千米ドル 百株 千米ドル

ア メ リ カ 11,968 161,416 5,151 62,003
( 1,232) (　　 －) (　 －) ( 3,203)

※金額は受渡し代金。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※(　)内は株式分割、予約権行使、合併等による増減分で、上段の数字には含まれておりません。

(2) 先物取引の種類別取引状況

種 類 別
買 建 売 建

新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 DWMIN 13／12 19,924 18,530 － －

※金額は受渡し代金。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※外国の取引金額は、各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨金額の合

計です。
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株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

項 目 当 期

(a) 期 中 の 株 式 売 買 金 額 23,861,140千円
(b) 期 中 の 平 均 組 入 株 式 時 価 総 額 20,907,899千円
(c) 売 買 高 比 率(a)／(b) 1.14

※単位未満は切捨て。

※(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。

※外貨建資産については、(a)は各月末（ただし、決算日の属する月については決算日）の日本の対顧客電信売買相場の仲値で換算した邦貨

金額の合計、(b)は各月末の同仲値で換算した邦貨金額合計の平均です。

利害関係人との取引状況等（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

当期中における利害関係人との取引等はありません。
※利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

組入れ資産の明細（2020年11月５日現在）

(1) 外国株式

銘 柄
期首（前期末） 期 末

業 種 等
株 数 株 数

評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

（アメリカ） 百株 百株 千米ドル 千円
AMERICAN EXPRESS COMPANY 329 597 5,760 600,770 各種金融
AMGEN INC － 597 13,763 1,435,429 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

APPLE INC 329 597 6,869 716,375 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
BOEING CO 329 597 9,060 944,966 資本財
CATERPILLAR INC 329 597 9,276 967,402 資本財
CHEVRON CORPORATION 329 597 4,288 447,274 エネルギー
CISCO SYSTEMS INC 329 597 2,185 227,906 テクノロジー・ハードウェアおよび機器
COCA-COLA CO/THE 329 597 2,938 306,430 食品・飲料・タバコ
THE WALT DISNEY CO. 329 597 7,473 779,443 メディア・娯楽
DOW INC 329 597 2,775 289,479 素材
EXXON MOBIL CORPORATION 329 － － － エネルギー
GOLDMAN SACHS GROUP INC 329 597 11,824 1,233,137 各種金融
HOME DEPOT INC 329 597 16,894 1,761,927 小売
HONEYWELL INTERNATIONAL INC － 597 10,691 1,114,977 資本財
INTEL CORP 329 597 2,730 284,805 半導体・半導体製造装置
INTL BUSINESS MACHINES CORP 329 597 6,686 697,367 ソフトウェア・サービス
JPMORGAN CHASE & CO 329 597 5,990 624,763 銀行
JOHNSON & JOHNSON 329 597 8,330 868,748 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

MCDONALD'S CORPORATION 329 597 12,839 1,339,082 消費者サービス

第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況
（2019年11月６日から2020年11月５日まで）

該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。
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銘 柄
期首（前期末） 期 末

業 種 等
株 数 株 数

評 価 額
外貨建金額 邦貨換算金額

MERCK & CO. INC. 329 597 4,817 502,428 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

MICROSOFT CORP 329 597 12,930 1,348,554 ソフトウェア・サービス
NIKE INC -CL B 329 597 7,609 793,590 耐久消費財・アパレル
PFIZER INC 329 － － － 医薬品・バイオテクノロジー・ライフサイエンス

PROCTER & GAMBLE CO 329 597 8,404 876,476 家庭用品・パーソナル用品
SALESFORCE.COM,INC. － 597 14,983 1,562,626 ソフトウェア・サービス
3M COMPANY 329 597 9,570 998,126 資本財
TRAVELERS COS INC(THE) 329 597 7,374 769,035 保険
UNITED TECHNOLOGIES CORP 329 － － － 資本財
UNITEDHEALTH GROUP INC 329 597 21,187 2,209,638 ヘルスケア機器・サービス
VERIZON COMMUNICATIONS INC 329 597 3,419 356,598 電気通信サービス
VISA INC 329 597 11,591 1,208,832 ソフトウェア・サービス
WALMART INC 329 597 8,483 884,702 食品・生活必需品小売り
WALGREENS BOOTS ALLIANCE INC 329 597 2,168 226,192 食品・生活必需品小売り

合 計
株 数 ・ 金 額 9,877 17,927 252,920 26,377,089
銘 柄 数 <比 率> 30 30 － <91.1％>

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

※<　>内は、純資産総額に対する各国別株式評価額の比率。

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※－印は組み入れなし。

※銘柄コードの変更等、管理上の都合により同一銘柄であっても別銘柄として記載されている場合があります。

(2）先物取引の銘柄別期末残高

銘 柄 別
期 末

買 建 額 売 建 額

外
国

百万円 百万円
株式先物取引 D W M I N  13 ／ 12 2,501 －

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※邦貨換算金額は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。

※－印は組入れなし。

投資信託財産の構成� （2020年11月５日現在）

項 目
期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
株 式 26,377,090 91.0
コ ー ル ・ ロ ー ン 等 、 そ の 他 2,607,730 9.0
投 資 信 託 財 産 総 額 28,984,820 100.0

※単位未満は切捨て。ただし、単位未満の場合は小数で記載。

※期末における外貨建資産（28,642,161千円）の投資信託財産総額（28,984,820千円）に対する比率は98.8％です。

※外貨建資産は、期末の時価を日本の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、１

米ドル＝104.29円です。
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資産、負債、元本及び基準価額の状況
（2020年11月５日現在）

項 目 期 末

(A)�資 産 29,125,792,793円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 1,736,770,596

株 式(評価額) 26,377,090,014

未 収 入 金 193,523,432

未 収 配 当 金 21,471,554

差 入 委 託 証 拠 金 796,937,197

(B)�負 債 160,002,123

未 払 金 160,000,000

未 払 利 息 932

そ の 他 未 払 費 用 1,191

(C)�純 資 産 総 額(Ａ－Ｂ) 28,965,790,670

元 本 14,111,126,145

次 期 繰 越 損 益 金 14,854,664,525

(D)�受 益 権 総 口 数 14,111,126,145口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 20,527円

※当期における期首元本額7,562,273,218円、期中追加設定元本額

10,090,684,737円、期中一部解約元本額3,541,831,810円です。

※上記表中の次期繰越損益金がマイナス表示の場合は、当該金額

が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定す

る額（元本の欠損）となります。

※期末における元本の内訳は以下の通りです。

三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ・インデックスオープン� 1,722,788,958円

三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジあり）�1,963,559,469円

三井住友・ＮＹダウ・ジョーンズ指数オープン（為替ヘッジなし）�9,902,505,576円
ＳＭＡＭ・ＮＹダウ・インデックスファンド（為替ヘッジなし）＜適格機関投資家限定＞� 522,272,142円

※上記表中の受益権総口数および１万口当たり基準価額が、投資

信託財産の計算に関する規則第55条の６第７号および第11号に

規定する受益権の総数および計算口数当たりの純資産の額とな

ります。

損益の状況
（自2019年11月６日　至2020年11月５日）

項 目 当 期

(A)�配 当 等 収 益 414,922,373円

受 取 配 当 金 414,587,861

受 取 利 息 443,306

支 払 利 息 △　　　 108,794

(B)�有 価 証 券 売 買 損 益 1,114,193,779

売 買 益 4,157,735,457

売 買 損 △ 3,043,541,678

(C)�先 物 取 引 等 取 引 損 益 100,074,650

取 引 益 576,268,735

取 引 損 △　 476,194,085

(D)�信 託 報 酬 等 △　　�2,929,955

(E)�当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ) 1,626,260,847

(F)�前 期 繰 越 損 益 金 8,107,936,986

(G)�追 加 信 託 差 損 益 金 8,875,544,399

(H)�解 約 差 損 益 金 △�3,755,077,707

(I)�　 計 　(Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ) 14,854,664,525

次 期 繰 越 損 益 金(Ｉ) 14,854,664,525

※有価証券売買損益および先物取引等取引損益は期末の評価換え

によるものを含みます。

※信託報酬等には、保管費用等を含めて表示しています。

※追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

※解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。

お知らせ
＜約款変更について＞

　該当事項はございません。
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